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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の概要 

本調査は、子育て家庭の現状と今後の意向を把握するとともに、「第２期北広島市子ども・子育て支援

事業計画」を策定するために必要な基礎資料の収集を目的に実施しました。 

 

調査対象 

平成30年11月１日現在 北広島市に在住する就学前児童及び小学生の保護者 

・就学前児童の保護者：1,500人（無作為抽出） 

・小学生の保護者：1,500人（無作為抽出） 

調査期間 平成30年12月 

調査方法 ・郵送法（郵送による配布・回収） 

 

２ 調査票の回収結果 

 

 
配布数 
（票） 

回収数 
（票） 

白票 
（票） 

有効回収数 
（票） 

有効回収率 
（％） 

就学前児童の 

保護者向け 
1,500 732 ０ 732 48.8 

小学生の 

保護者向け 
1,500 706 0 706 47.1 

合  計 3,000 1,438 0 1,438 47.9 

 
 

３ 集計結果の表し方 

○ 調査結果の図表は、原則として回答者の構成比（百分率）で表現しています。 

○ 百分率による集計では、回答者数（該当質問においては該当者数）を100％として算出し、本文及

び図の数字に関しては、すべて小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表記しています。複

数回答の設問では、すべての比率の合計が100％を超えることがあります。 

○ クロス集計（男女別の集計など）の表については、分析軸の項目の後に（ｎ）として、各項目の回答

者数を表記しています。 

○ クロス集計の分析軸となる項目に「無回答」がある場合は表示していません。よって、「全体」の数

値と各項目の和が一致しない場合があります。 
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Ⅱ 就学前児童の集計結果 

（１）居住地区 

居住地区は「東部小学校区」（18.2％）、「大曲小学校区」（15.2％）が多く、「緑ヶ丘小学校区」

（6.7％）、「西部小学校区」（6.3％）は少ない状況です。 
 

 

（２）子どもの年齢 

子どもの年齢は、「４歳」が17.9％で最も多く、次いで「５歳」（17.8％）、「２歳」（16.1％）

と続いています。 

 

 
  

18.2

10.1

6.7

10.8

15.2

12.4

12.6

6.3

7.8

0% 10% 20%

東部小学校区

北の台小学校区

緑ヶ丘小学校区

双葉小学校区

大曲小学校区

大曲東小学校区

西の里小学校区

西部小学校区

無回答 (n= 732)

8.5
12.3

16.1
14.1

17.9
17.8

12.8
0.5

0% 10% 20%

0歳
1歳
2歳
3歳
4歳
5歳
6歳

無回答 (n= 732)
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（３）子どもの人数 

世帯あたりの子どもの人数は「１人」（42.2％）、「２人」（40.0％）が多い状況です。H25年調

査と比べると、「１人」が多くなり、「３人」は少なくなっています。 

 

（４）配偶関係 

配偶関係は、「配偶者がいる」が93.9％で H25年調査とほぼ同じ割合です。 
 

 
 

（５）主に子育てを行っている人 

主に子育てを行っている人は、「両親」が58.5％で最も多く、次いで「母親」が38.9％で続いてお

り、H25年調査との大きな差異はみられません。 

 
  

42.2

40.0

13.0

2.3

1.1

1.4

35.4

41.1

17.7

2.2

0.4

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1人

2人

3人

4人

5人以上

無回答

今回調査(n=732)

H25年調査(n=813)

93.9

5.2

0.8

92.8

6.1

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配偶者がいる

配偶者はいない

無回答
今回調査(n=724)
H25年調査(n=808)

58.5

38.9

1.1

0.5

0.4

0.5

57.7

39.5

0.4

1.5

0.2

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

両親

母親

祖父母

父親

その他

無回答

今回調査(n=732)

H25年調査(n=813)
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（１）父親の現在の就労状況 

父親の現在の就労状況は、「フルタイム」が92.8％を占めており、H25年調査とほぼ同じ結果とな

っています。 

パート・アルバイト等を含めた週あたりの就労日数は「５日以上」（93.6％）、１日あたりの就労

時間は「８～10時間未満」（52.0％）が最も多くなっています。H25年調査と比較すると、今回調

査は就労時間が10時間以上を超えている人が減少し、10時間未満の人は増加しており、全体的な傾向

として就労時間は短くなっていると考えられます。 
 

≪現在の就労状況（父親）≫ 

 

 

≪１週あたりの就労日数（父親）≫       ≪１日あたりの就労時間（父親）≫ 

 
  

92.8

0.8

0.1

0.1

0.8

0.1

5.2

91.8

0.1

1

0.0

0.7

0.0

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム

フルタイム（休業中）

パート・アルバイト等

パート・アルバイト等（休業中）

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

今回調査(n=732)

H25年調査(n=813)

0.1

2.3

93.6

3.9

0.3

1.1

92.3

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3日未満

3～5日未満

5日以上

無回答

今回調査(n=687)
H25年調査(n=755)

0.0

0.1

8.6

52.0

20.2

12.8

6.3

0.0

0.7

6.1

44.6

22.0

18.8

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

4時間未満

4～6時間未満

6～8時間未満

8～10時間未満

10～12時間未満

12時間以上

無回答

今回調査(n=687)

H25年調査(n=755)
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（２）母親の現在の就労状況 

母親の現在の就労状況は、「現在は就労していない」が34.2％で最も多く、次いで「パート・アル

バイト等」が25.5％で続いています。H25年調査と比べると、「フルタイム」「パート・アルバイト

等」が増加しており、母親の就労率は高くなっています。 

パート・アルバイト等を含めた週あたりの就労日数は「５日以上」が67.0％で最も多く、１日あた

りの就労時間は「８～10時間未満」の31.7％に次いで「6～８時間未満」も29.3％で続いています。 
 

≪現在の就労状況（母親）≫ 

 

 

≪１週あたりの就労日数（母親）≫       ≪１日あたりの就労時間（母親）≫ 

  
  

24.7

10.0

25.5

1.4

34.2

2.6

1.6

18.5

4.4

24.4

0.7

45.9

3.9

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

フルタイム

フルタイム（休業中）

パート・アルバイト等

パート・アルバイト等（休業中）

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

今回調査(n=732)

H25年調査(n=813)

3.3

19.5

67.0

10.2

4.4

17.2

69.2

9.2

0% 20% 40% 60% 80%

3日未満

3～5日未満

5日以上

無回答 今回調査(n=451)
H25年調査(n=390)

5.1

19.7

29.3

31.7

2.7

0.4

11.1

6.2

25.6

28.5

26.9

2.8

0.3

9.7

0% 10% 20% 30% 40%

4時間未満

4～6時間未満

6～8時間未満

8～10時間未満

10～12時間未満

12時間以上

無回答

今回調査(n=451)

H25年調査(n=390)
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（３）母親の今後の就労意向 

①パート・アルバイト等で就労している母親の就労意向 

パート・アルバイト等で就労している母親にフルタイムへの転換意向をたずねたところ、「パート・

アルバイト等を続けたい」（48.2％）が最も多く、フルタイムへの転換を希望する人は、転換予定あ

りとなしを合計すると34.5％で、H25年調査よりも増えています。 

 
 

②未就労の母親の就労意向 

未就労の母親に今後の就労意向をたずねたところ、「一番下の子どもが大きくなったら就労したい」

が47.2％でH25年調査から7ポイント増えており、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」

は22.3％、「子育てや家事などに専念したい」が23.0％となっています。 

就労意向のある人が希望する就労形態は、「パート・アルバイト等」が86.1％を占めています。 
 

≪今後の就労意向（未就労の母親）≫ 

 

 

≪希望する就労形態（未就労の母親）≫ 

 
  

6.6

27.9

48.2

2.0

15.2

3.9

23.0

56.4
3.4

13.2

0% 20% 40% 60%

フルタイムへの転換予定がある

フルタイム転換希望だが予定はない

パート・アルバイト等を続けたい

仕事をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

今回調査(n=197)
H25年調査(n=204)

23.0

47.2

22.3

7.4

25.2

40.2

20.0

14.6

0% 20% 40% 60%

子育てや家事などに専念したい

一番下の子どもが大きくなったら就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答 今回調査(n=269)
H25年調査(n=405)

8.0

86.1

5.9

13.2

82.3

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム

パート・アルバイト等

無回答 今回調査(n=187)
H25年調査(n=243)
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（１）父親の育児休業の取得状況 

父親の育児休業の取得状況は、「取得していない」が85.2％を占めています。 

育児休業を取得していない理由は、「制度を利用する必要がなかった」（30.8％）、「仕事が忙し

かった」（29.5％）が上位回答となっています。 
 

≪育児休業の取得状況（父親）≫ 

 
 

≪育児休業を取得しなかった理由（父親/複数回答）≫ 

 

  

0.1

3.4

85.2

11.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

働いていなかった（働いていない）

取得した（取得中である）

取得していない

無回答 (n= 732)

30.8

29.5

24.5

23.6

21.0

9.9

5.9

3.4

2.7

2.4

1.0

0.6

0.3

0.2

0.0

5.1

0% 10% 20% 30% 40%

制度を利用する必要がなかった

仕事が忙しかった

職場に育児休業をとりにくい雰囲気があった

配偶者が育児休業制度を利用した

収入減となり、経済的に苦しくなる

職場に育児休業の制度がなかった

その他

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

育児休業を取得できることを知らなかった

保育施設などに預けることができた

子育てや家事に専念するため退職した

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

産前産後の休暇を取得できることを知らず、退職した

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

無回答 (n= 624)
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（２）母親の育児休業の取得状況 

母親の育児休業の取得状況は、「働いていなかった（働いていない）」が49.0％で最も多く、次い

で「取得した（取得中である）」（34.4％）、「取得していない」（11.2％）の順となっています。 

育児休業を取得していない人のその理由は、「子育てや家事に専念するため退職した」が47.6％で

他を引き離して多い状況にありますが、「職場に育児休業の制度がなかった」（18.3％）、「職場に

育児休業をとりにくい雰囲気があった」（14.6％）も上位の回答となっております。 
 

≪育児休業の取得状況（母親）≫ 

 

 
≪育児休業を取得しなかった理由（母親/複数回答）≫ 

 
  

49.0

34.4

11.2

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

働いていなかった（働いていない）

取得した（取得中である）

取得していない

無回答 (n= 732)

47.6

18.3

17.1

14.6

9.8

8.5

7.3

6.1

4.9

3.7

1.2

1.2

0.0

0.0

0.0

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

その他

職場に育児休業をとりにくい雰囲気があった

収入減となり、経済的に苦しくなる

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

保育施設などに預けることができた

制度を利用する必要がなかった

産前産後の休暇を取得できることを知らず、退職した

昇給・昇格などが遅れそうだった

配偶者が育児休業制度を利用した

育児休業を取得できることを知らなかった

無回答 (n= 82)

※その他：自営業のため（７人）、職場が遠いためやむをえず退職した（３人）など 
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（１）現在の教育・保育施設の利用状況 

①全体 

現在、教育・保育施設を「利用している」人は73.5％で、H25年調査と比べると7.7ポイント増加

しています。利用している教育・保育施設の中では、「幼稚園」（38.1％）及び「認可保育所」（37.9％）

が多く、次いで「認定こども園」が14.5％で続いています。 

現在、教育・保育施設を利用している場所は、「市内」が90.3％を占めています。 
 

≪平日の定期的な教育・保育施設の利用有無≫ 

 

≪主に利用している教育・保育施設の種類≫ 

 
≪利用している教育・保育施設の場所≫ 

 

73.5

26.2

0.3

65.8

33.7

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

利用している

利用していない

無回答

今回調査(n=732)

H25年調査(n=813)

38.1

1.3

37.9

14.5

1.1

0.0

1.9

0.6

0.0

0.2

2.8

1.7

45.2

6.2

40.9

0.6

0.0

0.0

1.3

1.9

0.0

0.0

3.4

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

その他の認可外保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

今回調査(n=538)
H25年調査(n=535)

90.3

8.4

1.3

89.5

9.0

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市内

市外

無回答

今回調査(n=538)

H25年調査(n=535)
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②子ども年齢別 

教育・保育施設を「利用している」人を子どもの年齢別でみると、０歳は9.7％ですが、年齢が高く

なるにつれて利用割合が高くなり、２歳で61.9％と半数を超えている状況です。２歳以降も年齢が高

くなるにつれて利用割合は高くなり、４歳以上は100％に近くなっています。 

利用している教育・保育施設を年齢別でみると、０歳は「認可保育所」（50.0％）の他に「その他」

（33.3％）、「事業所内保育」（16.7％）が利用されており、１・２歳は「認可保育所」（56.3％）

に次いで「認定こども園」（15.5％）が続いています。３歳以上は「幼稚園」が46.9％で「認可保育

所」（33.6％）よりも多い状況です。 
 

≪平日の定期的な教育・保育施設の利用有無（子ども年齢別）≫ 

 
 

≪利用している教育・保育施設の種類（子ども年齢別）≫ 

 

9.7

33.3

61.9

77.7

96.2

97.7

98.9

90.3

65.6

38.1

21.4

3.8
2.3

1.1

0.0

1.1

0.0

1.0

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0歳(n=62)

1歳(n=90)

2歳(n=118)

3歳(n=103)

4歳(n=131)

5歳(n=130)

6歳(n=94)

利用している 利用していない 無回答

0.0

50.0

0.0

33.3

16.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.9

56.3

15.5

6.8

5.8

1.0

4.9

2.9

1.0

0.0

0.0

1.9

46.9

33.6

14.3

1.2

0.7

1.4

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

1.6

0% 20% 40% 60%

幼稚園

認可保育所

認定こども園

その他

事業所内保育施設

幼稚園の預かり保育

小規模な保育施設

その他の認可外保育施設

ファミリー・サポート・センター

家庭的保育

居宅訪問型保育

無回答

0歳(n=6)

1・2歳(n=103)

3歳以上(n=426)
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（２）教育・保育施設を利用していない理由 

現在、教育・保育施設を利用していない理由は、「子どもがまだ小さいため」が49.0％で最も多く、

次いで「利用する必要がないため」（40.1％）が続いています。H25年調査でも上位回答の傾向は変

わりませんが、「子どもがまだ小さいため」はH25年調査と比べて17.8ポイント減少し、「利用する

必要がないため」が10.2ポイント増加しています。 

「子どもがまだ小さいため」と回答した人が教育・保育施設を利用したい子どもの年齢は「３歳」が

54.3％で最も多く、その割合はH25年調査よりも増加しています。 
 

≪定期的に教育・保育施設を利用していない理由（複数回答）≫ 

 
 

≪教育保育施設を利用したい子どもの年齢≫ 

 
  

49.0

40.1

19.3

9.9

9.4

6.8

1.0

2.1

66.8

29.9

9.5

6.6

5.1

6.2

0.4

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

子どもがまだ小さいため

利用する必要がないため

保育施設等に空きがないため

その他

子どもの祖父母や親族、友人・知人等がみているため

経済的な理由で利用できないため

延長・夜間等の時間帯が合わないため

無回答

今回調査(n=192)
H25年調査(n=274)

14.9

12.8

54.3

7.4

1.1

9.6

8.2

12.6

42.1

25.7

4.4

7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

無回答

今回調査(n=94)
H25年調査(n=183)
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（３）教育・保育施設の今後の利用意向 

①全体 

今後、利用したい教育・保育施設は、「幼稚園」が60.1％で最も多く、次いで「認可保育所」（41.3％）、

「認定こども園」（31.0％）が続いています。H25年調査との比較では「認定こども園」が17.5ポイ

ント増加しています。 

教育・保育施設を利用したい場所は「市内」が88.0％を占め、「市外」を希望している人は9.2％と

なっています。 

「幼稚園」と「幼稚園」以外の複数施設を希望している人の中では、72.7％が「幼稚園」を強く希

望しています。 
 

≪利用したい教育・保育施設の種類（複数回答）≫ 

 

≪教育・保育施設の利用を希望する場所≫ 

 

≪幼稚園の利用を強く希望するかどうか≫ 

 

  

60.1

41.3

31.0

30.7

9.7

6.7

4.9

2.5

1.9

1.0

0.8

3.1

62.2

38.6

13.5

30.5

7.5

0.0

4.6

0.0

0.0

1.5

1

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

幼稚園

認可保育所

認定こども園

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

小規模な保育施設

事業所内保育施設

居宅訪問型保育

家庭的保育

その他

その他の認可外保育施設

無回答

今回調査(n=192)

H25年調査(n=274)

88.0

9.2

2.9

90.5

7.2

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内

市外

無回答

今回調査(n=732)

H25年調査(n=813)

72.7

20.0

7.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

はい

いいえ

無回答
(n= 300)



 

15 

②子ども年齢別 

利用したい教育・保育施設を子どもの年齢別でみると、０歳、１・２歳においても「幼稚園」が多く、

認可保育所と並んで幼稚園への意向も高いことがうかがえます。また、３歳以上の上位回答は、「幼稚

園」が60.9％、「認可保育所」が33.8％となっています。 
 

≪利用したい教育・保育施設の種類（子ども年齢別/複数回答）≫ 

 
 

（４）教育・保育施設の無償化後の利用意向 

教育・保育施設が無償化された場合の利用意向は、約半数が「利用している幼稚園・保育施設等を継

続して利用したい」と回答していますが、「幼稚園に入れたい」も22.1％となっており、認可保育所

や認定こども園等よりも幼稚園に利用意向がみられる状況です。 
 

 

59.7

59.7

35.5

19.4

21.0

19.4

6.5

3.2

6.5

0.0

1.6

3.2

58.7

52.4

41.3

30.8

6.7

10.6

7.7

1.4

1.4

0.5

2.4

1.9

60.9

33.8

25.5

32.5

9.6

3.1

3.3

2.8

1.5

1.3

0.0

3.7

0% 20% 40% 60% 80%

幼稚園

認可保育所

認定こども園

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

小規模な保育施設

事業所内保育施設

居宅訪問型保育

家庭的保育

その他

その他の認可外保育施設

無回答

0歳(n=62)

1・2歳(n=208)

3歳以上(n=458)

52.0

22.1

6.4

4.9

4.2

4.0

0.0

0.0

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

利用している幼稚園・保育施設等を継続して利用したい

幼稚園に入れたい

認可保育所に入れたい

わからない

認定こども園に入れたい

その他

その他のサービスを利用したい

幼稚園・保育施設・その他のサービス等を利用したくない

無回答 (n= 732)
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（１）教育・保育施設の土曜の利用意向 

教育・保育施設の土曜の利用意向をみると、「ほぼ毎週利用したい」「月に１～２回は利用したい」

の合計は43.0％となっており、日曜・祝日の利用意向は「ほぼ毎週利用したい」「月に１～２回は利

用したい」の合計は18.8％と土曜と比べて低くなっています。 

土曜や日曜・祝日に教育・保育施設を利用したい理由は、「月に数回仕事が入るため」が72.1％を

占めており、次いで「買い物等の用事をまとめて済ませるため」が32.9％で続いています。 
 

≪教育・保育施設の土曜の利用意向≫    ≪教育・保育施設の日曜・祝日の利用意向≫ 

  
 

≪土曜や日曜・祝日に教育・保育施設を利用したい理由≫ 

 

 

（２）幼稚園の長期休業中の利用意向 

幼稚園を利用している人の長期休業中の利用意向をみると、「利用したい」が58.5％で「利用を希

望しない」（38.2％）を上回っています。 
 

≪幼稚園の長期休業中の利用意向≫ 

 
  

53.1
14.2

28.8
3.8

0% 50% 100%

利用を希望しない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答 (n= 732)

73.4
2.5

16.3
7.9

0% 50% 100%

利用を希望しない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答 (n= 732)

72.1
32.9

23.5
12.2

2.8
2.2

0% 20% 40% 60% 80%

月に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済ませるため

息抜きのため

その他

親等親族の介護や手伝いが必要なため

無回答 (n= 319)

38.2

58.5

3.3

0% 20% 40% 60% 80%

利用を希望しない

利用したい

無回答 (n= 212)
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（１）子どもが病気やケガのときの対応方法 

子どもが病気やケガのときに幼稚園・保育所等を休んだことが「あった」人は76.0％で、その対応

方法は、「母親が仕事を休んで子どもをみた」が70.9％を占めています。 

H25年調査との比較では、子どもが病気やケガのときに幼稚園・保育所等を休んだことが「あった」

人は今回調査では5.5ポイント増ですが、その際の対応方法は「母親が仕事を休んで子どもをみた」が

10.7ポイント、「父親が仕事を休んで子どもをみた」が10.6ポイントそれぞれ多くなっています。 
 

≪子どもが病気やケガのときに幼稚園・保育所等を休んだことがあったか≫ 

 
 

≪子どもが病気やケガのときの対応方法（複数回答）≫ 

 
  

76.0

22.5

1.5

70.5

28.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

あった

なかった

無回答

今回調査(n=538)

H25年調査(n=535)

70.9

42.3

28.6

27.4

1.2

1.0

0.5

0.5

0.2

1.0

60.2

36.5

18.0

36.7

1.6

1.0

0.5

1.3

0.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

母親が仕事を休んで子どもをみた

親族・知人に子どもをみてもらった

父親が仕事を休んで子どもをみた

就労していない保護者が子どもをみた

ファミリー・サポート・センター、緊急さぽねっとを利用した

病児・病後児のための保育施設等を利用した

子どもだけで留守番をさせた

その他

ベビーシッター

無回答

今回調査(n=409)

H25年調査(n=377)
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（２）病児・病後児保育の利用意向 

子どもが病気やケガのときに「母親が仕事を休んで子どもをみた」「父親が仕事を休んで子どもをみ

た」と回答した人に病児・病後児保育の利用意向をたずねたところ、「利用したいと思った」と回答し

た人は41.2％で、その利用したい日数は「10日以上」が42.7％で最も多くなっています。 

また「利用したいと思った」と回答した人に病児・病後児保育の望ましい事業形態をたずねたところ、

「幼稚園や保育施設等に併設した専用スペースで看護師が預かる事業」が79.8％、「小児科に併設し

た専用スペースで看護師等が病児・病後児を預かる事業」が68.5％となっています。 
 

≪子どもが病気やケガのとき、病児・病後児保育を利用したいと思ったか≫ 

 
≪病児・病後児保育を利用したい日数≫ 

 

 
≪病児・病後児保育で望ましい事業形態（複数回答）≫ 

  

41.2

57.5

1.3

49.0

48.1

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

利用したいと思った

利用したいと思わなかった

無回答 今回調査(n=301)

H25年調査(n=241)

20.2

23.4

4.0

42.7

9.7

19.5

24.6

5.9

40.7

9.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1～3日

4～6日

7～9日

10日以上

無回答

今回調査(n=124)

H25年調査(n=118)

79.8

68.5

13.7

0.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園や保育施設等に併設した専用スペースで

看護師等が預かる事業

小児科に併設した専用スペースで

看護師等が病児・病後児を預かる事業

登録した地域住民等が家庭等の身近な場所で

病児・病後児を預かる事業（例：緊急さぽねっと等）

その他

無回答 (n= 124)
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（１）一時預かり等の利用状況 

一時預かり等の利用状況は、「利用していない」が76.5％を占めており、その理由は「利用する必

要がない」が75.7％となっています。 

一時預かり等を利用している人の中では、「幼稚園の預かり保育」が10.8％、「一時預かり」が4.5％、

「ファミリー・サポート・センター、緊急サポートネットワーク」が2.2％となっており、H25年調査

と大きな差異はみられない状況です。 
 

≪不定期に利用している一時預かり等の事業≫ 

 

≪一時預かり等を利用しなかった理由（複数回答）≫ 

  
  

4.5

10.8

2.2

2.0

76.5

4.6

4.7

15.3

2.1

1.5

73.6

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター、

緊急サポートネットワーク

その他

利用していない

無回答

今回調査(n=732)

H25年調査(n=813)

75.7

25.5

8.9

8.6

1.4

74.2

23.1

12.5

11.2

1.7

0% 20% 40% 60% 80%

利用する必要がない

利用料がかかる・高い

利用方法（手続き等）がわからない

その他

無回答

今回調査(n=560)
H25年調査(n=598)
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（２）一時預かり等の利用意向 

今後、一時預かり等を「利用したい」は39.5％、「利用する必要はない」が48.0％となっています。

一時預かり等を利用したい理由は、「私用、リフレッシュなど」が55.4％で最も多く、次いで「冠婚

葬祭、学校行事、通院等」（36.7％）、「不定期の就労」（33.2％）が続いています。 
 

≪今後、一時預かり等の利用を希望するか≫ 

 
≪一時預かり等を利用する理由（複数回答）≫ 

 

（３）子どもを泊まりがけで預けなければいけないときの対応 

子どもを泊まりがけで預けなければいけないことが「あった」人は13.5％で H25年調査と大きな差

異はみられません。また、その際の対応としては、「親族・知人にみてもらった」が92.9％を占めて

います。 
 

≪子どもを泊まりがけで預けなければいけないことがあったか≫ 

 

≪子どもを泊まりがけで預けなければいけないときの対応（複数回答）≫ 

 

39.5

48.0

12.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

利用したい

利用する必要はない

無回答 (n= 732)

55.4

36.7

33.2

13.1

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

私用、リフレッシュなど

冠婚葬祭、学校行事、通院等

不定期の就労

その他

無回答 (n= 289)

13.5

83.5

3.0

13.4

84.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった

なかった

無回答 今回調査(n=732)

H25年調査(n=813)

92.9

1.0

13.1

2.0

0.0

0.0

79.8

1.8

15.6

1.8

2.8

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親族・知人にみてもらった

子育て短期支援利用事業を利用した

やむをえず子どもを同行させた

やむをえず子どもだけで留守番させた

その他

無回答
今回調査(n=99)
H25年調査(n=164)
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（１）放課後に過ごさせたい場所 

子どもが５歳児（年長児）の保護者に対して、小学校低学年の間、放課後に過ごさせたい場所をたず

ねたところ、「自宅」が48.7％で最も多く、次いで「学童クラブ」（43.3％）、「習い事」（42.4％）

が続いています。H25年調査と比べると、「習い事」が14.6ポイント、「学童クラブ」が8.5ポイン

ト高くなっています。 

小学校高学年の間、放課後に過ごさせたい場所は、「自宅」が42.4％で最も多く、次いで「習い事」

（36.2％）、「学童クラブ」（17.9％）、が続いています。H25年調査と比べると、「習い事」が

8.4ポイント高くなっています。 
 

≪低学年の間、放課後に過ごさせたい場所（複数回答）≫ 

 
 

≪小学校高学年の間に過ごさせたい場所（複数回答）≫ 

 
※「放課後等デイサービス」「放課後子供教室」は、H25年調査では選択肢になかったため0.0%となっています。 

48.7

43.3

42.4

18.3

9.4

6.3

5.8

4.0

0.0

17.0

41.7

34.8

27.8

13.0

0.4

11.7

0.0

0.0

0.9

26.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自宅

学童クラブ

習い事

祖父母・親族宅や友人・知人宅

その他

児童センター

放課後子供教室

放課後等デイサービス

ファミリー・サポート・センター

無回答

今回調査(n=224)

H25年調査(n=230)

42.4

36.2

17.9

13.4

11.2

8.9

8.0

3.6

0.0

39.3

43.9

27.8

13.0

10.9

0.4

13.0

0.0

0.0

0.9

26.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自宅

習い事

学童クラブ

祖父母・親族宅や友人・知人宅

その他

児童センター

放課後子供教室

放課後等デイサービス

ファミリー・サポート・センター

無回答

今回調査(n=224)

H25年調査(n=230)
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（２）平日に学童クラブをどの学年まで利用したいか 

現在、学童クラブを利用している保護者にどの学年まで利用したいかたずねたところ、「３年生まで」

が31.0％、「４年生まで」が25.0％と多く、５年生以降は「６年生まで」の利用意向が高い状況です。 
 

 
 

（３）土曜、日曜・祝日、長期休業中の学童クラブの利用意向 

土曜、日曜・祝日、長期休業中の学童クラブの利用意向は、長期休業中は利用意向が高く、「低学年

の間は利用したい」が57.0％、「高学年の間も利用したい」が37.0％となっています。 

≪土曜の学童クラブの利用意向≫ 

 

≪日曜・祝日の学童クラブの利用意向≫ 

 

≪長期休業中の学童クラブの利用意向≫ 

 
  

1.0

11.0

31.0

25.0

5.0

26.0

1.0

0% 10% 20% 30% 40%

１年生まで

２年生まで

３年生まで

４年生まで

５年生まで

６年生まで

無回答 (n= 100)

30.0

25.0

39.0

6.0

43.2

21.6

29.5

5.7

0% 20% 40% 60% 80%

低学年の間は利用したい

高学年の間も利用したい

利用を希望しない

無回答 今回調査(n=100)
H25年調査(n=88)

12.0

7.0

75.0

6.0

14.8

6.8

70.5
8.0

0% 20% 40% 60% 80%

低学年の間は利用したい

高学年の間も利用したい

利用を希望しない

無回答

今回調査(n=100)
H25年調査(n=88)

57.0

37.0

4.0

2.0

63.6

33.0

0.0

3.4

0% 20% 40% 60% 80%

低学年の間は利用したい

高学年の間も利用したい

利用を希望しない

無回答 今回調査(n=100)
H25年調査(n=88)
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（１）地域子育て支援拠点事業等の利用状況 

地域子育て支援拠点事業等の利用状況は、「利用していない」が59.8％を占めていますが、利用し

ている事業等の中では子育て支援センターが34.3％、児童センター及び保育施設のイベント等がそれ

ぞれ10％弱となっています。 
 

≪地域子育て支援拠点事業等の利用状況≫ 

  
 

（２）地域子育て支援拠点事業等の今後の利用意向 

今後の地域子育て支援拠点事業等の利用意向は、子育て支援支援センターが43.3％、児童センター

が及び保育施設のイベント等がいずれも16.4％となっています。 
 

≪地域子育て支援拠点事業等の今後の利用意向≫ 

  
  

34.3

7.5

8.3

59.8

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子育て支援センターを利用している

児童センターを利用している

保育施設で行っているイベント等を利用している

利用していない

無回答 (n= 732)

43.3

16.4

16.4

43.7

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子育て支援センターを利用したい

児童センターを利用したい

保育施設で行っているイベント等を利用したい

利用したいとは思わない

無回答 (n= 732)
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（１）子育てに関する情報の入手先 

子育てに関する情報の入手先は、「友人・知人」（69.1％）、「家族・親族」（60.5％）が上位回

答となっており、次いで「インターネット・ＳＮＳ」（37.2％）、「市広報誌「広報北広島」」（31.3％）

が続いています。 

H25年調査と比較すると、「市のホームページ・子育てサイト」は15.5ポイント、「インターネッ

ト・ＳＮＳ」は15.3ポイント増加しており、インターネット等を活用した情報収集が増加しています。 
 

 
※「市広報紙「広報北広島」」「子育てガイドブック」「児童センター」は、

H25年調査では選択肢になかったため0.0%となっています。 

  

69.1

60.5

37.2

31.3

29.2

20.8

19.3

17.5

9.6

5.6

5.6

4.2

3.8

1.6

1.5

0.7

76.6

63.7

21.9

0.0

44.4

14.6

3.8

12.3

10.0

3.3

13.3

0.0

0.0

1.8

2.2

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

友人・知人

家族・親族

インターネット・ＳＮＳ

市広報紙「広報北広島」

保育施設・幼稚園

職場

市のホームページ・子育てサイト

子育て支援センター

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌

医師

市のパンフレット

子育てガイドブック

児童センター

子育てサークル

その他

無回答

今回調査(n=732)

H25年調査(n=813)
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（２）子育てに関する悩み 

子育てに関して日頃悩んでいることや気になることは、「病気や発育・発達に関すること」が28.1％

で最も多く、次いで「自分の時間がとれない」（24.2％）、「子どもを叱りすぎている気がする」（23.8％）

が続いています。 

H25年調査との比較においても傾向はおおむね同じであり、今回追加した選択肢を除くと、それぞ

れの選択肢での差異は5ポイント以内となっています。 
 

 
※「子どものアレルギーに関すること」は、H25年調査では選択肢になか

ったため0.0%となっています。 

 
  

28.1

24.2

23.8

20.6

16.5

14.3

13.0

10.2

7.7

7.5

5.7

4.6

4.1

4.1

3.1

0.7

17.2

2.5

27.3

20.5

25.3

17.0

16.7

14.8

11.9

13.3

0.0

5.3

7.9

4.6

3.7

2.7

2.5

3.4

18.2

3.7

0% 10% 20% 30% 40%

病気や発育・発達に関すること

自分の時間がとれない

子どもを叱りすぎている気がする

食事や栄養に関すること

経済的負担が厳しい

子どもとの時間がとれない

子育てのストレスがたまっている

友達づきあい・いじめなど

子どものアレルギーに関すること

子育てに関して配偶者の協力が少ない

配偶者以外に手伝ってくれる人がいない

育児の方法がわからない

話し相手・相談相手が少ない

その他

職場の理解・協力が得られない

子育て支援サービスの申込方法がわからない

特にない

無回答

今回調査(n=732)

H25年調査(n=813)
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（３）今後、市が取り組むべき子育て支援策 

今後、市が取り組むべき子育て支援策は、「保育料（幼稚園含む）の減額や免除」（49.9％）、「児

童手当などの経済的支援の拡充」（43.9％）が上位回答となっており、経済的な面に関する支援策が

求められています。 

H25年調査との比較では、「保育料（幼稚園含む）の減額や免除」が17.9ポイント減少しており、

教育・保育施設の無償化が今後実施される見込みであることが影響していると考えられます。 

また、「通園・通学用の歩道等の整備」が11.6ポイント増加しており、通園・通学環境の改善は以

前より求められています。 
 

 
※「待機児童対策」「児童センターの充実」は、H25年調査では選択肢にな

かったため0.0%となっています。 

 
  

49.9

43.9

27.7

25.5

20.4

18.4

16.5

12.3

11.2

11.1

10.5

8.7

7.2

6.6

4.2

2.6

67.8

48.8

16.1

0.0

27.1

15.6

25.3

11.8

14.4

22.5

9.1

0.0

4.9

8.2

4.1

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

保育料（幼稚園含む）の減額や免除

児童手当などの経済的支援の拡充

通園・通学用の歩道等の整備

待機児童対策

子育てに適した職場環境の整備

病児・病後児保育の実施

学童クラブの充実

延長保育の充実

休日保育の充実

乳幼児等医療支援の充実

一時預かりの充実

児童センターの充実

その他

子育て支援センターの充実

夜間保育の実施

無回答

今回調査(n=732)
H25年調査(n=813)
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（４）北広島市の子育て環境・支援の満足度 

北広島市の子育て環境・支援の満足度を５段階評価でたずねたところ、「どちらともいえない」が

45.5％で最も多く、「満足度が高い」（5.7％）、「満足度がやや高い」（30.3％）の合計は36.0％

となっています。 

「満足度がやや低い」（14.3％）、「満足度が低い」（2.3％）の合計は16.6％で、満足度が高い

人の方が上回っているものの、「どちらともいえない」を含めると満足を感じていない人は全体の６割

超となっています。 
 

 
  

5.7 30.3 45.5 14.3 2.3 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=732)

満足度が高い 満足度がやや高い どちらともいえない 満足度がやや低い 満足度が低い 無回答
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Ⅲ 小学生の集計結果 

（１）居住地区 

居住地区はほとんどの地区で10%を超えていますが、「緑ヶ丘小学校区」及び「西部小学校区」は

10％未満となっています。 
 

 
 

（２）子どもの学年 

子どもの学年は、「３年生」が19.1％で最も多く、次いで「５年生」（17.1％）、「２年生」（16.9％）

と続いています。 

 

  

12.2

13.2

8.8

12.0

15.0

13.7

13.2

8.2

3.7

0% 10% 20%

東部小学校区

北の台小学校区

緑ヶ丘小学校区

双葉小学校区

大曲小学校区

大曲東小学校区

西の里小学校区

西部小学校区

無回答 (n= 706)

14.9

16.9

19.1

15.6

17.1

16.3

0.1

0% 10% 20% 30%

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

無回答 (n= 706)
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（３）子どもの人数 

世帯あたりの子どもの人数は「２人」（54.2％）が最も多く、次いで「１人」（23.1％）、「３人」

（19.4％）が続いています。 

 
 

（４）配偶関係 

配偶関係は、「配偶者がいる」が88.7％で H25年調査とほぼ同じ割合です。 
 

 
 

（５）主に子育てを行っている人 

主に子育てを行っている人は、「両親」が53.4％で最も多く、次いで「母親」が43.8％で続いてお

り、H25年調査との大きな差異はみられません。 

 
  

23.1

54.2

19.4

2.3

0.7

0.3

19.6

55.1

20.7

3.6

0.9

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1人

2人

3人

4人

5人以上

無回答

今回調査(n=706)

H25年調査(n=581)

88.7

10.6

0.7

86.3

11.3

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配偶者がいる

配偶者はいない

無回答

今回調査(n=699)
H25年調査(n=576)

53.4

1.4

43.8

1.3

0.1

0.0

55.2

2.1

42.2

0.5

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

両親

父親

母親

祖父母

その他

無回答

今回調査(n=706)
H25年調査(n=581)
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（１）父親の現在の就労状況 

父親の現在の就労状況は、「フルタイム」が87.8％を占めており、H25年調査とほぼ同じ結果とな

っています。 

パート・アルバイト等を含めた週あたりの就労日数は「５日以上」（94.9％）、１日あたりの就労

時間は「８～10時間未満」（52.3％）が最も多くなっています。H25年調査と比較すると、今回調

査は「12時間以上」の就労時間が減少し、12時間未満が増加しており、全体的な傾向として就労時間

は短くなっていると考えられます。 
 

≪現在の就労状況（父親）≫ 

 
 

≪１週あたりの就労日数（父親）≫       ≪１日あたりの就労時間（父親）≫ 

 
  

87.8

0.3

0.7

0.0

0.7

0.0

10.5

85.5

0.3

0.3

0.0

1.4

0.0

12.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム

フルタイム（休業中）

パート・アルバイト等

パート・アルバイト等（休業中）

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

今回調査(n=706)

H25年調査(n=581)

0.2

2.2

94.9

2.7

0.0

0.8

96.2

3.0

0% 20% 40% 60% 80%100%

3日未満

3～5日未満

5日以上

無回答

今回調査(n=627)
H25年調査(n=501)

0.2

0.3

8.6

52.3

20.1

13.2

5.3

0.0

0.0

1.9

22.0

13.7

27.2

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

4時間未満

4～6時間未満

6～8時間未満

8～10時間未満

10～12時間未満

12時間以上

無回答

今回調査(n=627)
H25年調査(n=501)
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（２）母親の現在の就労状況 

母親の現在の就労状況は、「パート・アルバイト等」が44.3％で最も多く、次いで「フルタイム」

が30.9％で続いています。H25年調査と比べると、「フルタイム」「パート・アルバイト等」が増加

しており、母親の就労率は高くなっています。 

パート・アルバイト等を含めた週あたりの就労日数は「５日以上」が59.6％で最も多く、１日あた

りの就労時間は「４～６時間未満」「６～８時間未満」「８～10時間未満」がそれぞれ約25％となっ

ています。 
 

≪現在の就労状況（母親）≫ 

 

 

≪１週あたりの就労日数（母親）≫       ≪１日あたりの就労時間（母親）≫ 

  
  

30.9

0.4

44.3

0.4

20.1

2.1

1.7

26.0

0.7

41.3

0.3

25.0

3.6

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

フルタイム

フルタイム（休業中）

パート・アルバイト等

パート・アルバイト等（休業中）

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

今回調査(n=706)

H25年調査(n=581)

2.2

22.2

59.6

16.0

1.8

19.9

58.7

19.6

0% 20% 40% 60% 80%

3日未満

3～5日未満

5日以上

無回答

今回調査(n=537)
H25年調査(n=397)

3.9

25.5

25.0

26.1

2.6

0.2

16.8

4.5

23.4

27.2

23.7

1.5

0.3

19.4

0% 10% 20% 30% 40%

4時間未満

4～6時間未満

6～8時間未満

8～10時間未満

10～12時間未満

12時間以上

無回答

今回調査(n=537)

H25年調査(n=397)
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（３）母親の今後の就労意向 

①パート・アルバイト等で就労している母親の就労意向 

パート・アルバイト等で就労している母親にフルタイムへの転換意向をたずねたところ、「パート・

アルバイト等での就労を続けたい」（67.7％）が最も多く、フルタイムへの転換を希望する人は、転

換予定ありとなしを合計すると24.7％で、H25年調査とほぼ同じ割合となっています。 

 

 
②未就労の母親の就労意向 

未就労の母親に今後の就労意向をたずねたところ、「子育てや家事などに専念したい」が36.9％で

最も多く、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が32.5％、「一番下の子どもが大きくな

ったら就労したい」が24.8％となっています。 

就労意向のある人が希望する就労形態は、「パート・アルバイト等」が85.6％を占めています。 
 

≪今後の就労意向（未就労の母親）≫ 

 

 

≪希望する就労形態（未就労の母親）≫ 

 

 

3.2

21.5

67.7

2.2

5.4

2.5

20.7

59.9

3.3

13.6

0% 20% 40% 60% 80%

フルタイムへの転換予定がある

フルタイム転換希望だが予定はない

パート・アルバイト等を続けたい

仕事をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

今回調査(n=316)
H25年調査(n=242)

36.9

24.8

32.5

5.7

33.7

26.5

27.7

12.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子育てや家事などに専念したい

一番下の子どもが大きくなったら就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答 今回調査(n=157)
H25年調査(n=166)

10.0

85.6

4.4

5.6

94.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム

パート・アルバイト等

無回答 今回調査(n=90)
H25年調査(n=90)
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（１）放課後に過ごしている場所 

①全体 

現在、子どもが放課後に過ごしている場所は、「自宅」が79.6％で最も多く、次いで「習い事」が

61.8％で続いています。 

「学童クラブ」で過ごしている人は24.6％で、利用日数は「５日」（49.4％）、利用終了時刻は「18

時台」（48.9％）がそれぞれ多くなっています。 
 

≪放課後に過ごしている場所（複数回答）≫ 

 
※「放課後子供教室」「放課後等デイサービス」は、H25年調査では選択肢になかったため0.0%となっています。 

≪学童クラブの利用日数≫        ≪学童クラブの利用終了時刻≫ 

       

※網掛け部はそれぞれの中で回答者が一番多い項目 

79.6

61.8

24.6

20.0

13.5

6.1

2.5

1.6

0.0

0.6

86.4

63.5

13.3

34.3

10.5

0.0

0.0

2.1

0.2

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅

習い事

学童クラブ

祖父母・親族宅や友人・知人宅

その他

放課後子供教室

放課後等デイサービス

児童センター

ファミリー・サポート・センター

無回答

今回調査(n=706)
H25年調査(n=581)

日 数 ｎ ％ 

1日 12 6.9 

2日 12 6.9 

3日 33 19.0 

4日 31 17.8 

5日 86 49.4 

無回答 0 0.0 

全 体 174 100.0 

 
 

終了時刻 ｎ ％ 

15時前 2 1.1 

15時台 1 0.6 

16時台 35 20.1 

17時台 41 23.6 

18時台 85 48.9 

19時以降 1 0.6 

無回答 9 5.2 

全 体 174 100.0 
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②学年別 

放課後を過ごしている場所を学年別でみても、「自宅」はすべての学年で６割超となっており、２年

生以上は「習い事」が多くなっています。 

「学童クラブ」を利用している人の割合は、１～３年生の間は約40％で大きな変化はみられません

が、４年生は20.0％、５年生以上は５％未満となっており、学童クラブの利用率は３～５年生で変化

がみられます。 
 

≪放課後に過ごしている場所（学年別/複数回答）≫ 

 

  

68.6

39.0

41.0

18.1

11.4

10.5

4.8

1.0

0.0

1.9

64.7

61.3

42.0

20.2

10.9

11.8

3.4

0.8

0.0

0.8

71.1

58.5

38.5

11.9

17.0

5.2

3.0

2.2

0.0

0.0

87.3

70.0

20.0

26.4

16.4

7.3

2.7

2.7

0.0

0.0

93.4

71.1

4.1

20.7

14.0

0.8

0.0

1.7

0.0

0.8

93.0

69.6

0.9

24.3

10.4

1.7

1.7

0.9

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

習い事

学童クラブ

祖父母・親族宅や友人・知人宅

その他

放課後子供教室

放課後等デイサービス

児童センター

ファミリー・サポート・センター

無回答

１年生(n=105)

２年生(n=119)

３年生(n=135)

４年生(n=110)

５年生(n=121)

６年生(n=115)
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（１）放課後に過ごさせたい場所 

小学校低学年のお子さんがいる保護者に対して、小学校低学年の間、放課後に過ごさせたい場所をた

ずねたところ、「自宅」（68.5％）、「習い事」（56.5％）が上位回答となっています。 

小学校高学年の間、放課後に過ごさせたい場所は、「自宅」が59.9％で最も多く、次いで「習い事」

（49.3％）が続いていますが、その割合はH25年調査と比べて少なくなっています。 
 

≪低学年の間、放課後に過ごさせたい場所（複数回答）≫ 

 

 
≪高学年の間、放課後に過ごさせたい場所（複数回答）≫ 

  
※「放課後等デイサービス」は、H25年調査では選択肢になかったため0.0%となっています。 

  

68.5

56.5

37.3

18.7

17.8

10.3

7.5

4.7

0.0

2.8

69.1

58.4

22.3

8.2

29.4

0.0

16.7

0.0

1.1

8.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自宅

習い事

学童クラブ

その他

祖父母・親族宅や友人・知人宅

放課後子供教室

児童センター

放課後等デイサービス

ファミリー・サポート・センター

無回答

今回調査(n=359)

H25年調査(n=269)

59.9

49.3

15.2

13.6

11.3

7.4

5.9

2.0

0.0

26.9

79.3

65.1

9.1

31.2

12.7

0

15.1

0

0.7

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自宅

習い事

その他

祖父母・親族宅や友人・知人宅

学童クラブ

放課後子供教室

児童センター

放課後等デイサービス

ファミリー・サポート・センター

無回答

今回調査(n=706)

H25年調査(n=581)
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（２）平日の学童クラブをどの学年まで利用したいか 

現在、学童クラブを利用している保護者にどの学年まで利用したいかたずねたところ、「６年生まで」

が38.0％、「４年生」までが27.3％と多くなっています。 
 

 
 

（３）土曜、日曜・祝日、長期休業中の学童クラブの利用意向 

学童クラブの利用を希望している人に、土曜、日曜・祝日、長期休業中の利用意向をたずねたところ、 

長期休業中は「高学年の間も利用したい」が62.0％で、「低学年の間は利用したい」の29.4％を大き

く上回っています。 

≪土曜の学童クラブの利用意向≫ 

 

≪日曜・祝日の学童クラブの利用意向≫ 

 
≪長期休業中の学童クラブの利用意向≫ 

 
  

0.5
4.8

13.9
27.3

13.9
38.0

1.6

0% 10% 20% 30% 40%

１年生まで

２年生まで

３年生まで

４年生まで

５年生まで

６年生まで

無回答 (n= 187)

18.7

30.5
46.0

4.8

43.2

21.6

29.55.7

0% 20% 40% 60% 80%

低学年の間は利用したい

高学年の間も利用したい

利用を希望しない

無回答

今回調査(n=187)
H25年調査(n=88)

9.6

15.5

68.4

6.4

14.8

6.8

70.5

8.0

0% 20% 40% 60% 80%

低学年の間は利用したい

高学年の間も利用したい

利用を希望しない

無回答

今回調査(n=187)
H25年調査(n=88)

29.4

62.0

6.4

2.1

63.6

33.0

0.0

3.4

0% 20% 40% 60% 80%

低学年の間は利用したい

高学年の間も利用したい

利用を希望しない

無回答
今回調査(n=187)
H25年調査(n=88)
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（１）子育てに関する情報の入手先 

子育てに関する情報の入手先は、「友人・知人」（78.9％）、「家族・親族」（58.2％）が上位回

答となっており、次いで「インターネット・ＳＮＳ」（30.9％）、「市広報誌「広報北広島」」（30.7％）

が続いています。 

H25年調査と比較すると、「インターネット・ＳＮＳ」は10.6ポイント、「職場」は8.3ポイント

増加しています。 
 

 
※「市広報紙「広報北広島」」「子育てガイドブック」「児童センター」は、

H25年調査では選択肢になかったため0.0%となっています。 

  

78.9

58.2

30.9

30.7

30.0

23.1

16.0

7.5

5.7

4.2

3.5

3.3

2.0

1.3

0.8

0.7

84.5

61.1

20.3

0.0

21.7

0.0

21.9

3.3

12.0

0.0

2.8

1.2

0.0

2.2

0.0

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

友人・知人

家族・親族

インターネット・ＳＮＳ

市広報紙「広報北広島」

職場

保育施設・幼稚園

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌

市のホームページ・子育てサイト

市のパンフレット

子育て支援センター

児童センター

医師

子育てガイドブック

その他

子育てサークル

無回答

今回調査(n=706)

H25年調査(n=581)



 

38 

（２）子育て・教育に関する悩み 

子育てに関して日頃悩んでいることや気になることは、「友達づきあい・いじめなど」が29.9％で

最も多く、次いで「子どもを叱りすぎている気がする」（26.6％）、「病気や発育・発達に関するこ

と」（20.3％）が続いています。 

H25年調査と比較においても傾向はおおむね同じですが、「食事や栄養に関すること」は6.2ポイン

ト増加しています。 
 

 
※「子どものアレルギーに関すること」は、H25年調査では選択肢になか

ったため0.0%となっています。 

 
  

29.9

26.6

20.3

19.5

16.1

14.6

12.5

7.4

7.4

6.5

5.8

4.1

2.4

1.8

1.6

0.3

24.6

2.4

27.4

24.3

18.4

21.0

16.9

8.4

10.7

5.7

6.5

0.0

7.4

4.8

2.8

1.7

2.1

1.4

23.8

3.3

0% 10% 20% 30% 40%

友達づきあい・いじめなど

子どもを叱りすぎている気がする

病気や発育・発達に関すること

経済的負担が厳しい

子どもとの時間がとれない

食事や栄養に関すること

自分の時間がとれない

子育てに関して配偶者の協力が少ない

子育てのストレスがたまっている

子どものアレルギーに関すること

その他

配偶者以外に手伝ってくれる人がいない

話し相手・相談相手が少ない

育児の方法がわからない

職場の理解・協力が得られない

子育て支援サービスの申込方法がわからない

特にない

無回答

今回調査(n=706)

H25年調査(n=581)
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（３）今後、市が取り組むべき子育て支援策 

今後、市が取り組むべき子育て支援策は、「児童手当などの経済的支援の拡充」が52.3％で最も多

く、次いで「通園・通学用の歩道等の整備」（32.6％）、「子育てに適した職場環境の整備」（25.4％）

が続いています。 
 

 
 

（４）北広島市の子育て・教育のしやすさ 

北広島市の子育て環境・支援の満足度を５段階評価でたずねたところ、「どちらともいえない」が

46.2％で最も多く、「満足度が高い」（4.2％）、「満足度がやや高い」（29.6％）の合計は33.8％

となっています。 

「満足度がやや低い」（15.4％）、「満足度が低い」（2.5％）の合計は17.9％で、満足度が高い

人の方が上回っているものの、「どちらともいえない」を含めると満足を感じていない人は全体の６割

超となっています。 
 

 

52.3

32.6

25.4

22.7

19.1

18.4

16.3

9.8

9.5

9.2

8.5

7.4

7.1

5.2

2.7

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

児童手当などの経済的支援の拡充

通園・通学用の歩道等の整備

子育てに適した職場環境の整備

保育料（幼稚園含む）の減額や免除

児童センターの充実

病児・病後児保育の実施

学童クラブの充実

その他

乳幼児等医療支援の充実

一時預かりの充実

休日保育の充実

延長保育の充実

待機児童対策

子育て支援センターの充実

夜間保育の実施

無回答 (n= 706)

4.2 29.6 46.2 15.4 2.5 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=706)

満足度が高い 満足度がやや高い どちらともいえない 満足度がやや低い 満足度が低い 無回答


